
【取組内容】 ③校務ＤＸ（Google Chatを校務の中で活用していく事例）

箕輪町立箕輪中学校・箕輪町（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

多くは、研究授業等の際に、
授業を参観できなかった先生
にも様子が伝わるように画像
や映像を投稿している。
研究授業の際は、指導案や
ワークシート、生徒が使う
Google Workspaceなども共
有している。
参観された先生方は、チャッ
トにメッセージを残すように
声がけをしている。そういっ
たことで、乾燥の共有も
チャット内で行えている。

【校務での利用】
・教務主任から、ＰＤＦ化されている日報をチャッ
トに送信してもらっている。手元で日課を確認でき
る。
・生徒会では、多くの資料をGoogleドキュメントを
使って作成している。職員会や連絡会などでは、そ
のデータをチャットに共有することで、その場での
確認ができるようにしている。
・職員用のGoogleチャットで日常的な連絡等に活用
している。「だれでも」「どこでも」使えることが
できていると感じている。
これらの活用によって、ペーパーレス化、即時的

な情報共有がかなり進んできているように感じてい
る。職員全体として、繰り返し使うことで、日常の
中に浸透していくと考えられる。まずは全体で使っ
ていくことが大切であると感じている。



【取組内容】 ③校務ＤＸ（出欠確認や出席停止等の確認をGIGA環境で確認している事例）

箕輪町立箕輪中学校・箕輪町（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

校務DXの紹介
●校務支援システムの活用
→欠席連絡、学年通信、学級通信の送信、部活でも活用中

このことによって、朝の電話当番の業務をなくすことができた。また、
全校・学年・学級等の範囲での急な連絡も即時届けることができるよう
になった。
●Googleスプレッドシート
→感染症罹患者の把握、身体測定の入力等

どこにいても職員ならば、感染症の罹患者を確認することができるよう
になっている。また、以前まで身体計測の数値は手書きのものを打ち込
みなおしていた。それをスプレッドシートを利用することで、計測終了
後に入力も完了することができた。今までは、紙に書いて、後日入力し
ていたが、その手間がなくなり、業務軽減につながっている。

大変だと思う業務を見つけ出し、どうしたら軽減させていけるかを工夫
していくことで、働き方改革への一歩を踏み出していけると思う。
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